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2023年度金融知識普及功績者一覧 

〔個人の部〕 （敬称略） 

１．竹内
たけうち

 京子
きょうこ

 

  (長野県) 

 金融広報アドバイザーとして、ライフプランやマネープランな

どを中心とした講座で講師を務めている。自作資料や対象者に

合わせた資料を活用して工夫を行うなど、金融知識の普及・向

上に貢献。 

２．折戸
お り と

 知美
と も み

 

  (岐阜県) 

 金融広報アドバイザーとして、「老後の資産形成」「定年後に

必要となるお金の知識」「お金の仕組み」などの内容で講演を

行っている。時代の流れによって変わりつつあるテーマにおい

て、積極的に新しい資料を活用するなど、金融知識の普及・向

上に貢献。 

３．川根
か わ ね

 順子
よ り こ

 

  (三重県) 

 金融広報アドバイザーとして、「18歳成年」への啓発、注意喚

起と共に「契約」についても基礎から解説し、金融トラブルや

消費者トラブルに遭わないための知識の向上を図るなど、金融

知識の普及・向上に貢献。 

４．田村
た む ら

 富
ふ

美
み

 

  (和歌山県) 

 金融広報アドバイザーとして、小学生から高齢者まで幅広い年

齢層を対象として講演を行っている。寸劇や紙芝居のほか、ロ

ールプレイやクイズ、独自考案のゲームを取り入れるなど、創

意工夫しながら金融知識の普及・向上に貢献。 

５．遠藤
えんどう

 紀子
の り こ

 

  (島根県) 

 金融広報アドバイザーとして、成年年齢引き下げを踏まえた契

約にまつわる金融トラブル、ＳＮＳ関連のトラブルなど、主に

高校・大学生を対象に身近なトラブルを教え、金融知識の普及・

向上に貢献。 

６．野々村
の の む ら

千映子
ち え こ

 

  (島根県) 

 金融広報アドバイザーとして、主に小学生、教職員、一般社会

人を対象に出前講座を行っている。小学校においては、お金の

役割や賢い使い方について考えさせる授業を、教職員向けには、

小学生向けの講座内容を紹介するほか、金融教育の重要性を伝

えるなど、金融知識の普及・向上に貢献。 
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７．岡本
おかもと

 浩司
こ う じ

 

  (山口県) 

 金融広報アドバイザーとして、学生向けでは「若者に多い消費

者被害と対策」、高齢者向けでは「キャッシュレスの基礎知識」

「終活と相続の基礎講座」等、消費者に身近で近時関心が高ま

っているテーマについて幅広く講演するなど、金融知識の普及・

向上に貢献。 

８．野口
の ぐ ち

 宏子
ひ ろ こ

 

  (長崎県) 

 金融広報アドバイザーとして、県内各地における金融関係講座

の講師としての活動を通じて、小学生から高齢者まで幅広い世

代に対する金融経済教育を実践するなど、金融知識の普及・向

上に貢献。 

９．小原
お は ら

 隆子
た か こ

 

  (長崎県) 

 金融広報アドバイザーとして、長期分散投資の知識の普及・啓

発や、年金制度に関する法改正や最新情報の解説などをテーマ

に講演を行っている。また、講座では外国の金融事情や金融経

済教育についても分かりやすく紹介するなど、金融知識の普及・

向上に貢献。 

10．若松
わかまつ

亜希子
あ き こ

 

  (大分県) 

 金融広報アドバイザーとして、特別支援学校を含む中高校、大

学、社会人、高齢者など、あらゆる年代に対して講演を行うほ

か、矯正施設における金融経済教育の活動、機関誌を通じた情

報発信など、幅広く教育活動を行い、金融知識の普及・向上に

貢献。 

11．二宮
にのみや

 清子
き よ こ

 

  (宮崎県) 

 金融広報アドバイザーとして、学生向けおよび、若手社会人、

子育て世代、シニア世代の一般社会人向けなど幅広い層に対し、

金融リテラシー講座等を実施するなど、金融知識の普及・向上

に貢献。 

12. 大城
おおしろ

 人
ひと

志
し

 

  (沖縄県) 

 金融広報アドバイザーとして、中学校・高等学校教員としての

勤務経験を活かし、小中高生を主な対象として講座を実施。受

講者のそれぞれの特性や能力を踏まえた丁寧な金融経済教育を

行うなど、金融知識の普及・向上に貢献。 
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〔団体の部〕  

１．筑
ちく

西市立
せいしりつ

 

新治
にいはり

小学校
しょうがっこう

 

  (茨城県) 

 令和 2年度に茨城県金融広報委員会より「金銭教育研究

校」の指定を受け、研究授業実施のほか、市教育委員会

による授業見学、授業内容の協議を実施。 

 委嘱期間終了後も金融経済教育を推進しており、4つの研

究部に分かれ、組織的な研究を進めるなど、金融知識の

普及・向上に貢献。 

２．岡山
おかやま

県立
けんりつ

 

西大寺
さいだいじ

高等学校
こうとうがっこう

 

(岡山県) 

 平成 29年度から継続して地元小学校への租税教室等を開

催する中、令和２・３年度の２年間「金融教育研究校」

として、公開授業や実践事例発表を行ったほか、金融教

育の推進を図るための実践・研究を実施している。「金

融教育研究校」指定終了後も、学校内外における様々な

教育活動を通じて、継続的に金融教育について取り組ん

でいる。 

 生徒の金融・経済等に関する知識向上のため、地域と連

携しながら具体的かつ効果的な金融教育を実践するとと

もに、金融知識の普及・向上に貢献。 

３．内子
う ち こ

町立
ちょうりつ

 

天神
てんじん

小学校
しょうがっこう

 

(愛媛県) 

 平成 30年度に愛媛県金融広報委員会より「金銭教育研究

校」の指定を受け、金銭教育に関する年間指導計画の見

直し、金銭教育参観日や研究発表会を実施などのさまざ

まな取り組みを実施。「金銭教育研究校」の指定が終了

した令和 2年度はコロナ禍において活動が大幅に制限さ

れたものの、令和 3年度から活動を再開し、地元企業の

見学を通じてお金について学ぶ機会を設けた。 

 地道な取組を中心に日々の学校生活の中で金銭教育の推

進が図られ、金融知識の普及・向上に貢献。 

 


